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匿名加工情報の利用状況
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出典：第９１回個人情報保護委員会 資料２ ４頁より
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・金融分野で
の利用は必ず
しも多くない。

・左図では明
示されていな
いが、一般的
には、匿名加
工情報を利用
したことがな
いという事業
者が圧倒的に
多いと認識。
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匿名加工情報の利用例
ークレジットカードー

©Atsumi & Sakai 2019

出典：個人情報保護委員会HP掲載のパーソナルデータの適正な利活用の在り方に関する
動向調査事例集サマリ（2019年3月29日）株式会社野村総合研究所作成2頁より
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・左記の事例では、加工に
あたり、長期間のデータ連
結を防止するため以下のよ
うな工夫がされている。
✓ 個人を特定する ID を別 ID 

に置き換える
✓ 別 ID に置き換えるハッ

シュ関数は作成の都度変更
する

✓ 全ユーザ分ではなくランダ
ムサンプリングしたユーザ
の情報を匿名加工情報にす
る（作成の都度サンプリン
グし直す）

・また、加盟店の反発を避
けるために、以下の対応を
している。
✓ 購買情報の店舗名は削除し、

店舗業種に加工する
✓ 店舗業種の設定は統計閲

覧会員の声を反映し、指数
公開時に有用性の高い業種
分類になるようにする



4

匿名加工情報の利用例
ー物流分野ー
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出典：個人情報保護委員会HP掲載のパーソナルデータの適正な利活用の在り方に関する動向調査事例集サマリ
（2019年3月29日）株式会社野村総合研究所作成３頁より 4
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匿名加工情報の利用状況
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出典：第９１回個人情報保護委員会 資料２ ７頁より 5



個人情報保護法改正における議論
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◆個人情報保護法いわゆる３年ごと見直しに係る検討の
中間整理（個人情報保護委員会）40頁での議論

– ＥＵにおいては、個人情報としての取扱いを前提と
しつつ、若干緩やかな取扱いを認める「仮名化」が
規定され、国際的にもその活用が進みつつある。

– 我が国においても、「仮名化」のような個人情報と
匿名加工情報の中間的規律の必要性については、従
前から経済界からの要望もあるところであるが、具
体的なニーズの有無、開示請求や利用停止等本人関
与の在り方を含めた規律の在り方等について、ＥＵ
の規律のレベルの実態、国際的な動向も踏まえ、具
体的に検討していく必要がある。
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匿名化vs仮名化
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出典：第９１回個人情報保護委員会 資料２ ８頁より 7



参考元URL

https://ico.org.uk/for-organisations/guide-to-data-protection/guide-to-the-general-data-
protection-regulation-gdpr/what-is-personal-data/what-is-personal-data/

GDPRにおける仮名化の意味
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◆英国の個人情報保護当局ICOのHPより

– 仮名化の意味

• 仮名化には、個人に簡単に紐づけられる名前またはその他
の識別子を、例えば、参照番号で置き換えることが含まれ
る。

• 関連情報へのアクセスにより、その参照番号を個人に結び
つけられる場合には、技術的および組織的な対策を講じて、
この追加情報が個別に保持されるようにする。

– 仮名化の効果

• 仮名の個人データは、データ主体に対するリスクを軽減す
るが、仮名化をしても個人データであるという評価を変え
ない。

https://ico.org.uk/for-organisations/guide-to-data-protection/guide-to-the-general-data-protection-regulation-gdpr/what-is-personal-data/what-is-personal-data/
https://ico.org.uk/for-organisations/guide-to-data-protection/guide-to-the-general-data-protection-regulation-gdpr/what-is-personal-data/what-is-personal-data/
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仮名化の例 ー物流分野ー
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出典：個人情報保護委員会HP掲載のパーソナルデータの適
正な利活用の在り方に関する動向調査事例集サマリ（2019
年3月29日）株式会社野村総合研究所作成３頁より
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A courier firm processes personal data about its 
drivers’ mileage, journeys and driving frequency. It 
holds this personal data for two purposes:
（省略）
However, a second team ・・・ the identification of the 
individual is unnecessary.

Therefore, the firm ensures that the second team can 
only access the data in a form that makes it not 
possible to identify the individual couriers. It 
pseudonymises this data by replacing identifiers 
(names, job titles, location data and driving history) 
with a non-identifying equivalent such as a 
reference number which, on its own, has no 
meaning.

The members of this second team can only access 
this pseudonymised information.

Whilst the second team cannot identify any individual, 
the organisation itself can, as the controller, link that 
material back to the identified individuals.

This represents good practice under the GDPR.

日本の匿名加工情報例 英国ICOのHPでの仮名化の例



匿名化、仮名化の位置づけ
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◆EU・GDPR

– 匿名化された情報はGDPRの対象外

– 仮名化された情報も個人データの一部（事業者の義
務が軽減される）

◆日本・個人情報保護法

– 統計情報は個人情報保護法の対象外

– 匿名加工情報は個人情報保護法の対象

– 仮名化の枠組みは現行法では存在しない

◆留意点

– 匿名化、個人データの定義はEU・日本で相違

– 仮名化はどのように定義するか？、またどのように
位置づけるか？



個人情報保護委員会の中間整理パブコメ
に対して提出された意見
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◆Fintech協会の意見

– 「仮名化」の検討について、慎重な検討が必要と考
える。仮名化によるメリット・デメリットを把握す
る必要があり、匿名加工情報が十分に活用されてい
るとはいえない現状を踏まえ、利用されるカテゴ
リーを新設することには丁寧な検討が必要である。

– 仮匿名加工情報に加えていたずらにカテゴリーを増
やすのみの結果名化の定義等によっては、となり、
かえって事業者による個人データの適切な利活用を
阻害する結果となる可能性もあるため、慎重に検討
することが重要と考える。



個人情報保護委員会の中間整理パブコメ
に対して提出された意見
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◆ (一社)日本経済団体連合会情報通信委員会企画部会の意見

– 事業者にとっては、「仮名化」情報が創設されることでデータ活用に向けた
選択肢が増える一方、個人に関する「情報」の区分がさらに増えることで管
理コストの増大を招く可能性もある。

– （注：一般社団法人全国銀行協会も「「個人情報・個人データ・保有個人
データ・要配慮個人情報（機微情報）・匿名加工情報・マイナンバー」等、
複数の種類の情報が存在し、その種類ごとに、求められる管理が異なる状況
下、安易に情報の種類を増やすことは、消費者・企業に混乱を招く可能性が
高く、実効性の観点から懸念がある。」との意見を提出している）

◆ 経営法友会の意見

– 匿名加工情報」の場合、加工のレベルが高く目的を達成できないケースもあ
るため 、加工度の緩やかな「仮名化」データに需要があると思われるが、匿
名加工情報よもり個人情報に近い性質のものであることから、匿名加工情報
以上に難易度の高い加工ルールや厳しい各種義務が設けられる可能性が高い
ものと想定され、匿名加工情報と同様に利用が進まない可能性があるととも
に、「仮名化」という新たな規律を設けることにより制度の複雑化にも繋が
りかねない。また、現在の匿名加工情報制度のように定不明瞭な規定では事
業者としては活用を控えざるを得ないため、仮名情報制度を導入検討する場
合には、データ利活用促進のための制度であることを踏まえた内容にすると
ともに、要件等については明瞭に法令やガイドラインで規定すべきである。
また、導入時にはその適切性や導入が国民の利益になる点についても周知さ
れたい。
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日本での仮名化への言及例
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注：赤線は発表者が付したものである。
出典：総務省・経済産業省「情報信託機能の認定スキームの在り方に関する検討会 取りまとめ（案）」に対する意見募集」
（2019年6月19日）情報信託機能の認定スキームの在り方に関する検討会とりまとめ（案）13頁より 13
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秘密計算の議論
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出典：NECのHP（https://jpn.nec.com/rd/technologies/201805/pdf/mpc_introduction.pdf）より 14

・論点
そもそも、秘
密計算につい
て、個人情
報・個人デー
タに該当しな
いという整理
があるのか？

・今後、複数
のデータを突
合し、個人情
報を保有せず
に、データの
処理だけをで
きる場合とい
うのがどのよ
うに想定され
うか？

https://jpn.nec.com/rd/technologies/201805/pdf/mpc_introduction.pdf


発表者紹介
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本資料、講演において講演者が述べた事項は、講演者が所属する法律事務所、又は講演者や当該法律事務
所が所属・活動する他の団体等における見解を述べたものではなく、また、外国法についての助言を構成するもので
はございません。

This document and the matters discussed by the presenters in this panel discussion do not represent the 
views of the law firm of the presenters or other organizations, etc. to which the presenters and/or the law 
firm belongs or represents, and they also do not constitute advice on foreign law.

渥美坂井法律事務所・外国法共同事業 Atsumi & Sakai東京オフィス

◼ 〒100-0011東京都千代田区内幸町2-2-2富国生命ビル (総合受付: 16階)

◼ 落合 孝文（おちあい たかふみ）（パートナー）弁護士 takafumi.Ochiai@aplaw.jp

◼ 慶應義塾大学理工学部数理科学科2004年卒、慶応義塾大学大学院理工学研究科在籍中に旧司法試験合格。
2006年弁護士登録

◼ 森・濱田松本法律事務所（東京オフィス・北京オフィス）での約9年の執務を経て、2015年より現事務所。

◼ 一般社団法人電子決済代行事業者協会理事、一般社団法人Fintech協会分科会事務局長、一般社団法人日本ブロ
ックチェーン協会リーガルアドバイザー、一般社団法人金融革新同友会「FINOVATORS」FINO-MENTORS、一般社団

法人日本医療ベンチャー協会理事、一般社団法人データ流通推進協議会 監事、公益財団法人金融情報システム
センター安全対策専門委員会安全対策基準改訂に関する検討部会委員、一般社団法人全国銀行協会オープン
API推進研究会メンバー など兼職多数

◼ 内閣府 革新的事業活動評価委員会 委員

◼ 経済産業省大臣官房 臨時専門アドバイザー、RegTech/SupTech検討会 委員

◼ 総務省、経済産業省「情報信託機能の認定スキームの在り方に関する検討会」 、同検討会金融データＷＧ及び健

康・医療ＷＧ 委員、経済産業省、公正取引員会、総務省「デジタル・プラットフォーマーを巡る取引環境整備に関す
る検討会データの移転・開放等の在り方に関するワーキング・グループ」委員 など多数

©Atsumi & Sakai 2019

mailto:takafumi.Ochiai@aplaw.jp


ご静聴ありがとうございました。

Thank you
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